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誰
叩

ピカピカの

一年生

息；

田
畑
に
は
レ
ン
ゲ
草
、
菜
の
花
が
さ

き
乱
れ
、
家
の
庭
先
で
は
色
あ
ざ
や
か

な
つ
つ
じ
が
ほ
こ
ろ
び
、
今
、
春
た
け

な

わ

1

こ
の
頃
に
な
る
と
大
き
な
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
お
っ
た
可
愛
い
新
入
生
の
姿
が

あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
時
の
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
校
内

を
通
っ
た
感
激
は
、
だ
れ
し
も
心
の
底

に
残
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
も
町
内
で
、
五
小
学
校
に
、
十

三
ク
ラ
ス
、
四
百
三
十
七
名
の
ピ
カ
ピ

カ
の
一
年
生
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
四
月
末
に
各
学
校
で
歓
迎

遠
足
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
頃
末
小
学
校
で
は
、
六
年
生
の

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
手
を
ひ
か
れ

て
屋
島
公
園
ま
で
－
途
中
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
一
年
生
が
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
、
六
年
生
は
大
変
な
神
経
の
使
い
よ

う
。
そ
し
て
、
一
時
間
二
十
分
程
で
全

員
無
事
に
現
地
に
到
着
し
ま
し
た
。

一
年
生
が
集
団
生
活
の
第
一
歩
を
あ

ゆ
み
は
じ
め
た
わ
け
で
す
。
今
後
と
も

た
く
ま
し
く
立
派
に
成
長
す
る
よ
う
、

周
囲
か
ら
あ
た
た
か
く
見
守
り
指
導
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

た　ば　こ　は　町内　で買　い　ま　し　ょ　う
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国　保　と　医　療　費

くヽ
－一．一小．ぺ

つ
財

な
保

ノ
＼し
国

苦

医

療

費

が

上

る

と

保

険

税

も

上

る

わ
た
し
た
ち
が
、
病
院
に
か
か
る
と

医
療
費
の
三
割
を
窓
口
で
支
払
い
ま
す

あ
と
の
七
割
を
国
保
で
支
払
う
わ
け

で
す
。
国
が
負
担
す
る
分
が
四
・
五
割

の
こ
り
の
二
・
五
割
を
み
な
さ
ん
が
納

め
る
保
険
税
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
医
療
費
総
額
が
大
き

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
個
人
の
負
担
の

三
割
も
増
え
、
保
険
税
も
値
上
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

加入と脱退

の

届出は早めに

保
険
税
を
下
げ
る
に
は

～
乱
診
・
乱
療
を
や
め
る
こ
と
～

国
民
皆
保
険
制
度
と
な
っ
て

国
民
健
康
保
険
も
わ
た
し
た
ち

の
生
活
に
深
く
根
を
お
ろ
し
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
増
え

続
け
る
医
療
費
の
た
め
に
国
保

財
政
は
苦
し
く
な
り
、
被
保
険

者
の
み
な
さ
ん
に
負
担
増
を
強

い
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
い
、
国
保
財
政
は
ど

の
よ
う
な
し
く
み
に
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

【ミ分
牢竣

均 等 割 平 等 割 資 産 別 ．所 得 割

52 7 ，50 0 ユ0 ，0 00 3 0％ 4 ．9％

53 9 ，00 0 1 2 ，00 0 30 ％ 6．1％

54 9 ，00 0 ユ2 ，00 0 3 0％ 4 ．0 ％

55 1 0 ，00 0 1 3 ，00 0 3 0％ 6 ．2 ％

私
た
ち
の
保
険
税
を
軽
減
す

る
に
は
先
記
説
明
の
よ
う
に
①

国
の
負
担
割
合
を
大
に
す
る
か

㊥
医
療
費
を
節
約
し
て
医
療
費

総
額
を
小
さ
く
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

①
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
の

力
で
、
す
ぐ
に
は
で
き
な
い
に

し
て
も
、
㊥
に
つ
い
て
は
、
私

た
ち
被
保
険
者
が
一
人
一
人
が

そ
の
気
に
な
っ
て
、
ム
ダ
使
い

を
省
け
ば
節
約
で
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
、
国
保
税
を
軽

減
し
、
ひ
い
て
は
、
自
分
た
ち

の
健
康
管
理
を
考
え
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
も
う
一
度
、
自
分
が

容
易
に
病
院
に
か
か
っ
て
い
な

い
か
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

医　療　費　と　税　金
区分

年度
世帯数 被保険者数 保 険 給 付 費

一世帯 当 りの

保 険税

5 2 2 ，6 05 6，7 51 ．3 億 6，64 5万 円 54 ，96 3円

53 2，6 58 7，15 0 4 億 3 ，705万円 72 ，183 円

5 4 2，68 3 7，16 1 4 億 1，152 万円 6 3 ，3 17円　 ‾

5 5 2 ，79 0 7 ，3 4 0 5 億 4，8 22万円 8 3，8 58円

52年度一53年度は決算から、54年度－55年
度は当初予算から

国
民
健
康
保
険
の
加
入
と
脱
退
に
つ

い
て
は
、
次
の
点
に
留
意
の
う
え
、
異

動
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
（
1
4

日
以
内
）
役
場
窓
口
ま
で
届
出
て
く
だ

さ
い
。
。
国
保
に
加
入
す
る
人

職
場
の
健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
い

る
人
、
生
活
保
護
を
う
け
て
い
る
人
以

外
は
、
す
べ
て
国
保
の
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。

。
国
保
に
加
入
す
る
資
格
の
な
い
人

生
活
費
の
主
な
部
分
を
、
息
子
さ
ん

な
ど
か
ら
の
仕
送
り
に
頼
っ
て
い
る
人

は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
人
は

ぜ
ひ
一
度
、
国
保
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
。
国
保
に
加
入
す
る
塙
合

①
転
入
し
て
き
た
と
き

㊥
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

⑧
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

④
生
活
保
護
を
う
け
な
く
な
っ
た
と
き

。
国
保
を
脱
退
す
る
場
合

①
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

①
職
場
の
健
康
保
険
へ
加
入
す
る
と
き

㊥
死
亡
し
た
と
き

④
生
活
保
護
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
な
お
、
職
場
の
健
康
保
険
へ
加
入
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
の
保

険
証
を
使
用
し
た
場
合
は
、
後
日
医
療
．

費
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
早
急
に

届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

洋子差別の芽つんで　平和のみのる国　　水中3年　田中
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町民体育大会
～みなさんの参加を～

6

月

4

－

日

9

時

開

会

住
民
の
体
力
向
上
と
融
和
を

め
ざ
し
て
、
今
年
も
六
月
一
日

に
、
町
民
体
育
大
会
を
次
の
通

り
開
催
し
ま
す
。

会
場
は
各
種
目
に
分
か
れ
て

町
内
の
五
会
場
で
行
わ
れ
ま
す

申
込
み
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
除
き
当
日
各
会
場
で
行
い
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

㊥
会
場

二
般
女
子
…
南
中
体
育
館

。
中
学
・
高
校
男
子
…
吉
田
小
講
堂

。
中
学
・
高
校
女
子
…
吉
田
小
講
堂

㊥
チ
ー
ム
編
成

。
地
区
公
民
館
単
位
と
し
、
大
学
生
を

除
く

。
三
百
世
帯
以
下
の
地
区
で
単
独
編
成

で
き
な
い
と
き
は
、
五
百
世
帯
を
超

え
な
い
範
囲
で
近
隣
地
区
と
合
同
で

出
場
し
て
も
よ
い
。

昨
年
の
試
合
か
ら

。
チ
ー
ム
人
員
は
、
監
督
1
名
、
選
手

1
2
名
以
内
と
す
る
。

㊥
試
合
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

㊥
参
加
申
込
み
　
5
月
2
0
日
ま
で
に
教

育
委
員
会
ま
で
。

卓

　

　

球

㊥
会
場
、
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

。
一
般
男
子
の
部
。
一
般
女
子
の
部

。
中
学
男
子
の
部
。
中
学
女
子
の
部

㊥
試
合
方
法

個
人
戦
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

。
一
般
男
子
に
つ
い
て
は
、
参
加
数
に

よ
り
年
令
別
に
行
う
こ
と
も
あ
り
。

軟

　

式

　

庭

　

球

㊥
会
場
　
水
巻
南
中
学
校
庭
球
コ
ー
ト

。
一
般
の
部
。
中
学
男
子
の
部

。
中
学
女
子
の
部

㊥
試
合
方
法

個
人
戦
で
、
当
日
会
場
で
ダ
ブ
ル
ス

を
編
成
す
る
。

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

⑧
会
場
　
水
巻
中
学
校
体
育
館

。
一
般
男
子
の
部
。
一
般
女
子
の
部

。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
、
・
中
学
生
）

㊥
試
合
方
法

個
人
戦
で
、
当
日
会
場
で
ダ
ブ
ル
ス

を
編
成
す
る
。

剣

　

　

道

⑧
会
場
　
頃
末
小
学
校
講
堂

。
一
般
男
子
の
部
（
参
段
以
下
と
四
段

以
上
に
分
け
る
）
高
校
生
以
上

。
中
学
男
子
の
部

㊥
試
合
方
法

個
人
戦
及
び
団
体
戦

注

　

意

　

事

　

項

。
参
加
申
込
み
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

除
き
、
当
日
会
場
で
受
付
け

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
を
除
き
、
高
校

生
、
大
学
生
は
一
般
の
部
に
編
入

。
雨
天
と
き
は
軟
式
庭
球
の
み
、
6
月

8
日
に
延
期

。
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
、
入
賞
者

に
は
賞
状
、
賞
品
を

。
体
育
館
及
び
講
堂
を
使
用
す
る
人
は

当
日
必
ず
上
履
き
を
。

大
会
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
教
育
委

員

会

（

曾

2

0

1

・

0

4

0

3

）

ま

で

冬健康だより竜

糖
尿
病と　

は

糖
尿
病
の
原
因
は
、
す

い
減
か
う
出
る
イ
ン
シ
ュ

リ
ン
が
少
な
い
た
め
に
お
こ
る
病
気

で
す
。こ
の
イ
ン
シ
ュ
リ
一
ン
の
働
き
は
、

わ
た
し
た
ち
が
主
食
と
ｌ
し
て
い
る
米

や
パ
ン
の
糖
度
が
ブ
ド
ウ
糖
と
な
り

組
織
や
細
胞
の
中
に
入
っ
て
利
用
さ

れ
る
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
少
な
い
と
、
ブ

ド
ウ
糖
の
利
用
が
悪
く
、
そ
の
結
果

血
液
の
中
に
残
り
、
尿
に
糖
が
排
せ

つ
さ
れ
て
、
尿
に
糖
が
出
る
病
気
〝

糖
尿
病
″
と
な
る
わ
け
で
す
。

糖
尿
病
の
症
状
は
、
の
ど
が
か
わ

き
夜
半
に
も
起
き
て
水
を
飲
む
ほ
ど

に
な
り
、
尿
量
が
増
加
し
、
い
く
ら

食
べ
て
も
満
腹
感
が
な
く
や
せ
て
し

ま
い
、
活
動
力
が
低
下
し
、
傷
や
病

気
が
な
お
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

．一一′．・．．、．■．．一．＝・－ｌｔ．．．．．ヽ－＝Ⅰ．Ｊ′、．．．．、ＪＰ．．．．′′、．．1

個
人
向
け
住
宅
な
ど

融
資
受
付

昭
和
5
5
年
度
第
1
回
個
人
向
け
融
資

及
び
民
間
賃
貸
住
宅
等
融
資
の
申
込
受

付
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

～
窓
口
学
習
～

㊥
出
生
届

届
出
は
生
ま
れ
た
日
か
ら
1
4

日
以
内
で
す
。

届
出
義
務
者
の
噸
位
は
①
父

㊥
母
㊥
同
居
者
④
医
師
⑤
助

産
婦
◎
そ
の
他

㊥
死
亡
届

届
出
は
死
亡
を
知
っ
た
日
か

ら
7
日
以
内
で
す
。

届
出
義
務
者
は
①
同
居
の
親

族
㊥
同
居
し
て
な
い
親
族
㊥

同
居
者
④
家
主
⑤
地
主
⑥
家

屋
管
理
人
⑦
土
地
管
理
人

貸付 けの種郊 融資限度額 利率 （年利） 申込 受付期間

一般住宅建 設資金 43 0万 円 5 ．5％
55年 5 月20日

まで
マンション購入資金 70 0万 円 5．5％

建売住宅購 入資金 740 万 円 5 ．5％

住宅積立郵便貯金者貸付 60 5万 円 6 ．0 ％

56年 2 月28日

まで

大型住宅建 言受資金 43 0万 円 8 ．0％

既在住宅購 入資金 49 0万 円 8．0％

住 宅 改 良 資 金 270万 円 6．0％

財 形 住 宅 資 金 1，50 0 万 円 8．24％

た
だ
し
、
左
記
受
付
期
間
中
で
も
、

融
資
予
定
戸
数
に
達
し
た
場
合
は
締
切

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
福
間
支
所
（
智
0
9
2

・

7

1

2

・

5

5

5

5

）

ま

で

6
月
1
日
か
ら

町
助
成
金
5
0
円
を

し
尿
を
廃
止
、
ご
み
に
加
算

水
巻
町
で
は
、
い
ま
ま
で
、
く
み
と

り
料
金
の
町
助
成
金
を
一
人
当
り
、
五

十
円
補
助
し
て
い
ま
し
た
が
、
六
月
一

日
か
ら
、
こ
れ
を
廃
止
し
て
、
ご
み
料

金
の
町
助
成
金
を
一
世
帯
当
り
、
百
三

十
円
を
百
八
十
円
に
五
十
円
加
算
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
一
世
帯
当
り
の
新
料
金
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

。
し
尿
　
三
百
円
×
人
数

。
ご
み
　
四
百
二
十
円

な
お
、
今
回
の
措
置
は
、
町
助
成
金

の
改
正
で
あ
っ
て
、
業
者
の
収
集
料
金

の
値
上
げ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

匝直垂刻　　人権を守る人こそ　正義の味方　　伊左庭中6年有薗史一
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日
本
脳
炎
予
防
接
種

▼
対
象
者
　
3
歳
以
上
全
員

▼
接
種
回
数
　
1
回
（
た
だ
し
、
初
め

て
受
け
る
人
は
1
～
2
週
間
の
間
隔

で
2
回
接
種
）

▼
期
間
及
び
場
所

5
月
2
1
日
～
6
月
2
0
日
ま
で
の
間
、

町
内
各
開
業
医
の
診
療
時
間
内
（
小

中
学
校
で
は
集
団
接
種
し
ま
す
）

▼
料
金
　
1
回
に
つ
き
六
百
五
十
円
（

ワ
ク
チ
ン
代
は
町
で
補
助
し
て
お
り

ま
す
）
た
だ
し
次
に
あ
げ
る
人
は
無
料
で
す

①
小
学
生
以
下
の
幼
児

良
活
保
護
世
帯
の
人

県
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
均
等

の
人

▼
注
意
事
項

○
問
診
票
を
必
ず
実
施
期
間
中
内
に
役

場
衛
生
係
ま
で
に
と
り
に
く
る
こ
と

（
一
般
の
方
に
つ
い
て
は
各
医
院
窓

口
に
も
お
い
て
い
ま
す
）

○
病
院
へ
行
く
前
に
体
温
を
計
る
こ
と

○
問
診
票
に
捺
印
す
る
こ
と

▼
次
に
あ
げ
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

④
熱
が
あ
る
㊥
著
し
い
栄
養
障
害
が
あ

る
⑨
心
臓
疾
患
、
腎
臓
疾
患
、
肝
臓
疾

患
、
糖
尿
病
な
ど
に
か
か
っ
て
い
る
④

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
⑤
1
年
以
内
に
け
い

れ
ん
を
起
こ
し
た
⑥
妊
娠
中
の
人

そ
の
他
心
配
な
点
は
主
治
医
に
相
談

を
。
胃

癌

集

団

検

診

▼
日
時
　
5
月
2
2
日
・
2
3
日

9
時
～
1
1
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
料
金

○
国
保
被
保
険
者
、
5
0
0
円

（
国
保
補
助
　
2
2
0
0
円
）

○
社
保
そ
の
他
　
1
4
0
0
円

（
町
補
助
　
1
3
0
0
円
）

▼
受
付
け

5
月
1
2
日
か
ら
役
場
衛
生
係
で
（
両

日
と
も
定
員
百
名
ま
で
）
、
予
診
を

と
り
ま
す
の
で
、
本
人
が
料
金
を
添

え
て
申
込
み
下
さ
い
。

行

　

政

　

相

　

談

国
が
行
っ
て
い
る
行
政
や
事
業
な
ど

に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
不
満
や
苦
情

を
聞
き
、
あ
っ
せ
ん
解
決
す
る
た
め
、

町
営
駐
車
場
の
募
集
…
吉
田

町
で
は
、
旧
南
中
跡
地
の
一
部
を

有
料
駐
車
場
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

希
望
者
は
次
の
と
お
り
役
場
用
地

係
に
申
込
み
下
さ
い
。

㊥
場
所
　
吉
田
字
麻
生
開
2
3
6
4

（
旧
南
中
跡
地
）

㊥
募
集
台
数
…
3
6
台
（
先
着
噸
）

㊥
募
集
期
間
　
5
月
1
2
日
～
5
月
2
4

日

㊥
使
用
料
　
月
額
4
千
円
（
1
3
か

月
契
約
前
納
）

㊥
契
約
車
種
　
普
通
車
以
下

㊥
申
込
方
法
　
用
地
係
備
付
け
の
申

込
用
紙
に
記
入
・
押

印

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤

口
線
　
集

次
の
と
お
り
行
政
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
1
5
日
（
木
曜
）

9
時
～
1
3
時

▼
会
場
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
相
談
員
　
水
巻
町
行
政
相
談
員

共
同
企
業
体
入
札

資
格
申
請
書
の
受
付

▼
受
付
期
間
　
6
月
2
日
～
6
月
1
4
日

▼
受
付
場
所
　
役
場
財
政
係

く
わ
し
く
は
財
政
係
ま
で

身
障
者
巡
回
相
談

予
約
受
付

巡
回
相
談

日

時

　

5

月

2

8

日

　

1

0

時

～

1

5

時

場
所
　
岡
垣
町
東
部
公
民
館
（
海
老

津
）

な
お
、
当
日
の
混
雑
を
防
ぐ
た
め
、

左
記
の
と
お
り
相
談
の
予
約
受
付
け
を

し
ま
す
。

日
時
　
5
月
1
9
日
　
1
0
時
～
1
2
時

場
所
　
水
巻
町
役
場
東
別
館

国
税
専
門
官
募
集

▼
受
験
資
格
　
昭
和
2
。
。
年
4
月
2
日
～

封
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
の
者

▼
試
　
験
　
7
月
1
2
日
～
1
3
日

▼
申
込
み
　
5
月
1
4
日
～
2
2
日
ま
で
に

福
岡
国
税
局
及
び
税
務
署

ま
で

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
は
連
絡
を

▼
墓
地
の
所
在
地
　
福
岡
市
東
区
大
字

下
和
白
北
ノ
上
1
0
1
4
番
地

▼
墓
地
の
名
称
　
北
ノ
上
墓
地

▼
連
絡
先
　
福
岡
市
東
区
下
和
白
3
3

3
1
安
河
内
啓
二
　
（
曾
0
9
2
・
6

0

6

・

4

0

5

0

）

ま

で

水
巻
町
企
画
財
政
課
（
電
　
2
0

空
手
同
好
会
会
員
募
集

▼
練
習
日
　
毎
週
日
曜
日

1
0
時
～
1
2
時

▼
場
所
　
吉
田
小
学
校
体
育
館

申
込
み
は
直
接
練
習
会
場
ま
で

釣
り
人
のみ
な
さ
ん
へ

釣
り
の
絶
好
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
が
、
海
釣
り
を
さ
れ
る

時
に
、
ま
き
え
を
す
る
万
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
ま
き
え
の
う
ち
赤
土
と
麦
が

海
藻
類
の
繁
殖
を
妨
げ
、
魚
貝
類
の
産

卵
生
息
に
恵
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、

海
で
釣
り
を
き
れ
る
方
は
、
次
の
こ
と

を
日
疋
非
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
磯
や
防
波
堤
・
護
岸
で
釣
り
を
さ

れ
る
と
き
は
、
赤
土
は
使
用
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
海
藻
の
発
芽
期
の
う
ち
、
5
月
1
5

日
か
ら
6
日
1
4
日
ま
で
の
闇
は
磯
で

は
麦
を
ま
き
え
と
し
て
使
用
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
海
を
き
れ
い
に
し
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

便
利
な
口
座
振
替
納
税
を
／

申
込
み
手
続
は
、
左
記
金
融
機
関
へ

納
税
通
知
書
、
預
金
通
帳
と
、
そ
の
使

用
印
鑑
及
び
収
入
訂
紙
（
百
円
）
を
持

参
す
れ
ば
す
ぐ
で
き
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

遠
賀
信
用
金
庫
本
店
、
福
岡
銀
行
－

折
尾
支
店
、
梅
ノ
木
支
店
、
郡
農
協

水
巻
支
所
、
役
場
収
納
係

愛　の　献　血

日　時　　5月15日　10時－16時
場　所　　町民会館ホール
主　催　　日赤北九州血液センター

町社会福祉協議会

～　お　　礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があり

ました。ご冥福をお祈りいたします。

上　　二　　　故増田　熊夫殿　　　増田　キミ殿

机　　　　故岡　　直文殿　　　岡　　直剛殿

古‾ふ貿　　　故美浦　ツル殿　　　美浦マスミ殿

あ　な　た　の役場です　　　電話　（201）4321番

□
印
　
刷
　
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


